
国立大学病院臨床研究推進会議 

第 10 回総会シンポジウムプログラム 
 

開催日時：2022 年 2 月 17 日（木）13 時 00 分～15 時 40 分（2 時間 40 分） 

開催形態：Web Meeting 

 

（以下、敬称略） 

開会挨拶（13：000～13：05）＜5 分＞ 

国立大学病院臨床研究推進会議 会長 東京大学医学部附属病院長 瀬戸 泰之 

 

第１部テーマ：「臨床研究の電子化・電磁化（DX）の推進」(13：05～14：35)＜90 分(30 分×3 質疑応答含む)＞ 

座長 ：東北大学病院 臨床試験データセンター長                                   山口 拓洋 

：東北大学病院 臨床研究推進センター 特任教授                       石井 智徳 

演題 

１）バーチャル治験における信頼性確保等に係る行政の対応 

～バーチャル治験の実態と海外 GL の調査に関する調査事業について～ 

演者：厚生労働省 医薬・生活衛生局 医薬品審査管理課 課長補佐 柳沼  宏 

２）ブロックチェーン技術による治験効率化 

演者：サスメド株式会社 代表取締役 上野 太郎 

３）活用が進む eConsent 

演者：IQVIA サービシーズ ジャパン株式会社  

Clinical Development Strategy & Solutions マネージャー 石黒 久教 

 

第２部テーマ：「アカデミアから始まる医療機器開発」(14：35～15：35) ＜全体 60 分(20 分×3 質疑応答含む)＞ 

座長：筑波大学 つくば臨床医学研究開発機構 機構長                        荒川 義弘 

京都大学医学部附属病院 先端医療研究開発機構 教授 永井 洋士 

演題 

１） プログラム医療機器開発の評価と今後の展望 

演者：独立行政法人医薬品医療機器総合機構プログラム医療機器審査室 室長 岡﨑  譲 

２）医療現場から始まる医療機器開発：50 社、1500 名の共同研究員受け入れ経験から 

演者：東北大学病院 臨床研究推進センター バイオデザイン部門 中川 敦寛 

３） 脳卒中リハに対する Robot suit HAL の可能性 

演者：筑波大学 医学医療系脳神経外科 准教授                         鶴嶋 英夫 

 

閉会挨拶（15：35～15：40）＜5 分＞ 

国立大学病院臨床研究推進会議 副会長 京都大学医学部附属病院長 宮本 享 


